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１．殺菌剤Fの例

２．除草剤Hの例

３．殺虫剤Sの例
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殺菌剤Fの例

同定できているが毒性情報が不十分な代謝物：M11, M21, M30

Cramer Class III 
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作物残留試験での分析（M11, M21, M30）
①有 → 実測値
②無 → 親化合物の分析値と

植物代謝試験での親化合物に
対する比率からの算出値

M11, M21, M30それぞれ
0.81 µg/kg bw/d < 1.5 µg/kg bw/d

なので、
これらの代謝物の経口暴露推定量
は、人の健康影響はないと判断
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水酸化されているが、水酸基のポジションが不明な代謝物
及びその結合物

Cramer Class III 親化合物と同等レベルの残留
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植物代謝試験での親化合物
に対する比率
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水酸化代謝物
0.75 µg/kg bw/d < 1.5 µg/kg bw/d

なので、
これらの代謝物の経口暴露推定量は、人の健康影響はないと判断
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同定できているが毒性情報が不十分な代謝物：M31 Cramer Class III 
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Definition of the residue for dietary risk assessment を決定

Dietary risk assessment

MRL recommendation（勧告）

M31: 0.01 µg/kg bw/d < 1.5 µg/kg bw/dなので、
この代謝物の経口暴露推定量は、人の健康影響はないと判断
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除草剤Hの例

同定できているが毒性情報が不十分な代謝物：
M sulfone, M19R, M15A, 3-chloroallyl alcohol, M oxazole sulfoxide

Genotoxicity Cramer Class III 
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M sulfone

当該代謝物単独の残留分析値が存在するキャベツ、えんどうまめ、
にんじん、アーティチョークのデータに基づき経口暴露推定量を算出
0.028 µg/kg bw/d > 0.0025 µg/kg bw/d
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M19R, M15A

日光照射により生成することが考えられることから、
植物代謝試験での最大残留濃度とleafy greens及び
キャベツへの使用に基づき経口暴露推定量を算出
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M oxazole sulfoxide

当該代謝物は単独の残留濃度を測定する分析法がないため、経口暴露
推定量を算出できない。

結論
M sulfone, M19R, M15A, M oxazole sulfoxideについて、それらの毒性評価に懸
念があるため、Residue definition for dietary risk assessmentを決定できず。

13



Definition of the residue for dietary risk assessment を決定できず

MRL recommendationできず

M sulfone

当該代謝物の残留濃度を測定する分析法がないが、農作物からの経口
暴露推定量がTTC for genotoxicityを超過している。
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殺虫剤Sの例

同定できているが毒性情報が不十分な代謝物 かつ
後作物に特有の代謝物：549098

Cramer Class III 

Rotational cropsに関して抜粋

15



549098

0.025 µg/kg bw/d < 1.5 µg/kg bw/d

この代謝物の経口暴露推定量は、人の健康影響はないと判断

今後、使用を拡大する場合は、TTC評価のアップデートが必要
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Rotational cropsに関連して
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水稲栽培の実態から考えると、maximum residue levelsやSTMR、HRの

算出に当たって、土壌中に残留する農薬（代謝・分解物を含む）の後作
物（次作物）への取り込みについて考慮が必要。


